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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．５～６９．９４重量％のポリアミドと、
　ｂ．３０～８０重量％の三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．０．０５～５重量％の少なくとも１つの熱安定剤と
　ｄ．０．０１～６０重量％の少なくとも１つの他の追加物質と
を含む混合物であって、前記重量百分率のすべての合計が常に１００重量％である混合物
。
【請求項２】
　請求項１に記載の混合物を含む熱可塑性成形組成物であって、前記混合物が、前記熱可
塑性成形組成物の９５～１００重量％を構成する熱可塑性成形組成物。
【請求項３】
　請求項２に記載の熱可塑性成形組成物であって、前記混合物が成分ａ．として、溶融ピ
ークを積分して二次加熱手順でＩＳＯ　１１３５７に従ってＤＳＣ法によって測定される
、半結晶性ポリアミドの融解エンタルピーが、４～２５Ｊ／ｇであり、そして溶融ピーク
を積分して二次加熱手順でＩＳＯ　１１３５７に従ってＤＳＣ法によって測定される、非
晶質ポリアミドの融解エンタルピーが、４Ｊ／ｇ未満である、非晶質または半結晶性ポリ
アミドを含むことを特徴とする熱可塑性成形組成物。
【請求項４】
　ナイロン－６またはナイロン－６，６、好ましくはナイロン－６が使用されることを特
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徴とする、請求項３に記載の熱可塑性成形組成物。
【請求項５】
　ＤＩＮ　ＩＳＯ　３０７に従って９６％硫酸中で測定される、前記ポリアミドの粘度数
が、８０～１７０ｍｌ／ｇ、好ましくは９０～１５０ｍｇ／ｇ、特に好ましくは９０～１
３０ｍｌ／ｇ、非常に特に好ましくは９５～１２０ｍｌ／ｇであることを特徴とする、請
求項２から４のいずれか一項に記載の熱可塑性成形組成物。
【請求項６】
　任意選択的にアルカリ金属ハロゲン化物とおよび／またはアルカリ土類金属ハロゲン化
物と組み合わせた、立体障害のあるフェノール、立体障害のあるホスファイト、立体障害
のあるホスフェート、ヒドロキノン類、芳香族第二級アミン、置換レゾルシノール、サリ
チレート、ベンゾトリアゾールもしくはベンゾフェノン類、ハロゲン化銅、ならびにまた
上述の化合物のすべての様々に置換された代表品およびこれらの混合物からなる群から選
択される少なくとも１つの物質が、成分ｃとして使用されることを特徴とする、請求項２
から５のいずれか一項に記載の熱可塑性成形組成物。
【請求項７】
　少なくとも１つの立体障害のあるフェノール、特にＮ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス［３
－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）］プロピオンアミドが、成分ｃ
として使用されることを特徴とする、請求項６に記載の熱可塑性成形組成物。
【請求項８】
　ＵＶ安定剤、ガンマ放射線安定剤、加水分解安定剤、帯電防止剤、乳化剤、核形成剤、
可塑剤、加工助剤、衝撃改質剤またはエラストマー改質剤、充填材および強化材、滑剤、
離型剤、染料および顔料の群からの物質が、成分ｄとして使用されることを特徴とする、
請求項２から６のいずれか一項に記載の熱可塑性成形組成物。
【請求項９】
　これらの混合物が、ａ．ポリアミド、好ましくはＰＡ　６と、ｂ．ケイ酸アルミニウム
と、ｃ．任意選択的にアルカリ金属ハロゲン化物とおよび／またはアルカリ土類金属ハロ
ゲン化物、あるいは塩化マンガンと組み合わせた、立体障害のあるフェノール、立体障害
のあるホスファイト、立体障害のあるホスフェート、ヒドロキノン類、芳香族第二級アミ
ン、置換レゾルシノール、サリチレート、ベンゾトリアゾールもしくはベンゾフェノン類
、またはハロゲン化銅、ならびにまた上述の化合物のすべての様々に置換された代表品お
よびこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１つの熱安定剤と、またｄ．Ｍ
ｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］とを含むことを特徴とする、請求項２から８のいずれか
一項に記載の熱可塑性成形組成物。
【請求項１０】
　成分ａ．～ｄ．が適切な重量割合で混合されるかまたは組み合わせられることを特徴と
する、請求項１に記載の混合物の製造方法。
【請求項１１】
　前記混合物が、好ましくは２２０～４００℃の温度で、混練される、配合される、押出
されるまたは圧延されることを特徴とする、請求項２から９のいずれか一項に記載の熱可
塑性成形組成物の製造方法。
【請求項１２】
　請求項２から９のいずれか一項に記載の熱可塑性成形組成物の押出、ブロー成形または
射出成形によって得られる、製品、好ましくは成形品および半完成品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無機充填材三斜晶系の卓面（ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ　ｐｉｎａｃｏｉｄａｌ）
形のケイ酸アルミニウム入りのならびに少なくとも１つの熱安定剤、およびまた少なくと
も１つの追加物質入りのポリアミドをベースとする熱可塑性成形組成物用の混合物に、こ
れらの製造に、そしてまたそれらから製造される電気絶縁性、熱伝導性製品、特に成形品
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および半完成品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱可塑性ポリマーは良好な電気絶縁特性を有するので、それらは、電気産業において多
数の用途向けに使用されている。しかし、それらはまた、それらの低い熱伝導性のために
熱絶縁効果を有し、これは、比較的大量の熱が生成し、そして消散されなければならない
場合の電気部品向けには問題含みである。熱可塑性樹脂の導電性および熱伝導性は、添加
剤を使用することによって幅広く変性することができる：たとえば黒鉛の添加は、導電性
および熱伝導性を両方とも増加させる。しかし、電気産業における用途向けに必要とされ
るタイプの非常に低い導電性を保持しながら熱伝導性を増加させる方法は２、３あるにす
ぎない。
【０００３】
　（非特許文献１）は、良好な熱伝導性を有する電気絶縁性粉状充填材成分を注型用樹脂
に充填する方法を記載しており、充填材成分の量は、得られた注型用樹脂の熱伝導性を最
大にするためのようなものである。この目的は、酸化アルミニウム、炭化ケイ素、窒化ホ
ウ素、粉末状石英および他の石英材料などの市販されているセラミック粉末フラクション
であって、これらの材料が通常、研削製品を製造するために使用されフラクションで達成
された。熱可塑性成形組成物およびそれから製造される製品の熱伝導性を増加させるため
の酸化アルミニウム（α－Ａｌ２Ｏ３）の添加は、公知であり、多くの特許出願に記載さ
れている。
【０００４】
　（特許文献１）は、酸化アルミニウムの添加が熱可塑性ポリエステルを電気絶縁性およ
び熱伝導性にすると述べている。リストされる他の追加物質は、低分子量およびポリマー
有機化合物である。
【０００５】
　（特許文献２）は、加熱ホースまたは冷却ホースとして特に使用することができる熱伝
導性ホースの製造のための、熱可塑性エラストマーをベースとする、特に４０℃での熱伝
導率１．１Ｗ／ｍＫの７２．３重量％の酸化アルミニウム入りポリアミドをベースとする
可撓性配合材料に関する。
【０００６】
　（特許文献３）は、また、熱伝導性、耐熱性、低吸水性、および射出成形での使用に関
して優れた特性を持ったポリアミド組成物を記載している。実施例はさらに、ＰＡ　６Ｔ
、ＰＡ　９ＭＴおよびＰＡ　６６（ＰＡ＝ポリアミド）に基づいて開示されており；熱伝
導性添加剤日本軽金属製造アルミナ「ＬＳ１３０」がこれらに添加された。
【０００７】
　（特許文献４）は、良好な熱伝導性の電気絶縁体としての酸化アルミニウムフィラー入
りポリアミドの使用を教示している。得られた製品は、２０００ボルトに曝されたときに
少なくとも５０時間機能的なままであるケーブル被覆材料の使用について特に記載されて
いる。
【０００８】
　配合ポリアミド材料での黒鉛の使用は広く記載されているが、得られた成形組成物の導
電性が興味の主要ポイントである。
【０００９】
　（特許文献５）は、ガラス繊維および黒鉛を含むポリアミド樹脂組成物を記載しており
；これらは、ほんの２．２・１０４Ωまで広がる固有表面抵抗値を達成している。
【００１０】
　（特許文献６）は、ゴムを添加することによって達成される、特に良好な耐衝撃性を持
った黒鉛含有導電性配合ポリアミド材料を記載している。
【００１１】
　（特許文献７）に記載されているポリアミド－および黒鉛－ベースの材料は、それらの
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導電率値に基づいてセンサー用の使用に好適であることを意図されている。
【００１２】
　（特許文献８）は、１．６Ｗ／ｍＫの向上した熱伝導率の、熱可塑性ポリマーおよび１
～５０％の黒鉛でできた組成物を記載している。
【００１３】
　（特許文献９）は、酸化アルミニウムおよび黒鉛を両方とも含む、電気絶縁性の熱伝導
性配合ポリアミド材料を記載している。
【００１４】
　配合ポリアミド材料は多くの場合、厳しい機械的要件にさらされる用途に使用される。
熱伝導性および電気抵抗と一緒に、配合ポリアミド材料に負わせられる別の重要な要件は
それ故、良好な機械的特性である。しかし、熱伝導性を向上させるために配合ポリアミド
材料での酸化アルミニウムおよび黒鉛の使用は、配合材料のおよびそれから製造される製
品の著しい脆化を引き起こす。配合ポリアミド材料／黒鉛および酸化アルミニウムを使用
した成形組成物から製造されるポリアミド製品は、耐変形性（破断点引張歪み）に関して
および耐衝撃性に関して低レベルの性能を有するにすぎない。破断点引張歪みは、初期測
定長さで割られた、破壊後の検体の永久伸びを示す材料の特性値であり、それ故材料の変
形能（または延性）を特徴づけるための本質的な指数である（非特許文献２）。
【００１５】
　対照的に、材料の耐衝撃性は、破壊なしに、衝突および衝撃からのエネルギーを吸収す
るその能力を示す。耐衝撃性は、衝撃エネルギー対検体断面の比（測定の単位ｋＪ／ｍ２

）として計算される。耐衝撃性は、様々なタイプの曲げ衝撃試験、ＩＳＯ　１７９－１に
従ってシャルピー（Ｃｈａｒｐｙ）またはＩＳＯ　１８０に従ってアイゾット（Ｉｚｏｄ
）によって測定することができる。ノッチ付き耐衝撃性とは違って、耐衝撃性については
、試験検体はノッチをまったく持たない（（非特許文献３）または（非特許文献４）下の
「Ｓｃｈｌａｇｂｉｅｇｅｖｅｒｓｕｃｈ（曲げ衝撃試験）」，ＰＳＭ，Ｐｏｌｙｍｅｒ
　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＧｍｂＨ　Ｍｅｒｓｅｂｕｒｇさえをまた参照されたい）。
【００１６】
　配合ポリアミド材料でのまたはそれから製造される製品での黒鉛および酸化アルミニウ
ムの使用は、衝撃荷重に対する低い耐性をもたらす。工業生産プラントでの黒鉛の使用は
さらに望ましくない。黒鉛は低い密度および粒度を有するので、それは、導電性であり、
そして３５０℃よりも上で燃えることができる粉塵を容易に形成する。これらの特性は、
人々および電子装置へのリスクの原因となる。
【００１７】
　他方で、配合ポリアミド材料の加工での酸化アルミニウムの使用は、酸化アルミニウム
の硬度のために、用いられる装置の摩耗の増加をもたらす。押出プロセスの場合には、影
響を受けるものは、特にスクリュー、バレルおよびダイである。射出成形プロセスの場合
には、同様に、射出金型上で摩耗の著しい増加がある。
【００１８】
　向上した熱伝導性を持った配合ポリアミド材料は通常、熱源の近くで使用される。これ
らの配合ポリアミド材料でできた部品はそれ故、高められた温度に頻繁に曝される。
【００１９】
　配合ポリアミド材料およびそれから製造される製品は一般に、それらが長期間高められ
た温度に曝されるときに、それらの機械的特性の低下を示す。この効果は、高められた温
度でのポリマーの酸化分解（熱酸化分解）によって主として引き起こされる。本発明の目
的のためには、表現長期間は１００時間超を意味し、本発明の目的のためには表現高めら
れた温度は８０℃よりも上を意味する。
【００２０】
　熱酸化分解に関して熱可塑性成形組成物およびそれから製造される製品の安定性は通常
、標準化試験検体を製品の例と見なし、そして機械的特性、特に耐衝撃性、破壊応力およ
びＩＳＯ　５２７引張試験で測定される破断点引張歪み、ならびにまた定められた期間に
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わたって定められた温度で弾性率を比較することによって評価される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２１】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２　６０　０９８　Ａ１号明細書
【特許文献２】国際公開第２００３／０５１９７１　Ａ２号パンフレット
【特許文献３】特開２００４－５９６３８　Ａ２号公報
【特許文献４】特開２００５－１１２９０８　Ａ２号公報
【特許文献５】独国特許出願公開第３６　４４　７７３　Ａ１号明細書
【特許文献６】特開２００３－１６５９０４　Ａ号公報
【特許文献７】米国特許第６，２２８，２８８号明細書
【特許文献８】特開２００７－１６０９３　Ａ号公報
【特許文献９】国際公開第２００９／０１９１８６　Ａ１号パンフレット
【非特許文献】
【００２２】
【非特許文献１】主題「Ｅｒｈｏｅｈｕｎｇ　ｄｅｒ　ｔｈｅｒｍｉｓｃｈｅｎ　Ｌｅｉ
ｔｆａｅｈｉｇｋｅｉｔ　ｅｌｅｋｔｒｉｓｃｈ　ｉｓｏｌｉｅｒｅｎｄｅｒ　Ｐｏｌｙ
ｍｅｒｗｅｒｋｓｔｏｆｆｅ」　［Ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｔｈｅｒｍａｌ　Ｃ
ｏｎｄｕｃｔｉｖｉｔｙ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｉｎｓｕｌａｔｉｎｇ　Ｐ
ｏｌｙｍｅｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ］に関するＷｏｌｆｇａｎｇ　Ｕｅｂｌｅｒによる学
位論文（Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　Ｅｒｌａｎｇｅｎ－Ｎｕｒｅｍｂｅｒｇ，２００
４年７月１７日刊行）
【非特許文献２】ｈｔｔｐ：／／ｄｅ．ｗｉｋｉｐｅｄｉａ．ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｂｒｕ
ｃｈｄｅｈｎｕｎｇ
【非特許文献３】ｈｔｔｐ：／／ｄｅ．ｗｉｋｉｐｅｄｉａ．ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｓｃｈ
ｌａｇｚ％Ｃ３％Ａ４ｈｉｇｋｅｉｔ
【非特許文献４】ｈｔｔｐ：／／ｗｉｋｉ．ｐｏｌｙｍｅｒｓｅｒｖｉｃｅ－ｍｅｒｓｅ
ｂｕｒｇ．ｄｅ／ＩＮＤＥＸ．ｐｈｐ／Ｓｃｈｌａｇｂｉｅｇｅｖｅｒｓｕｃｈ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　それ故、高い熱伝導性を有する、そして同時に電気絶縁特性および良好な機械的特性を
特徴とする製品の製造のためのポリアミドをベースとする熱可塑性成形組成物であって、
高められた温度による機械的特性の有意な低下が長期後に起こるにすぎない組成物を提供
することが本発明の目的であった。本意図はさらに、酸化アルミニウムの使用に関連した
上述の欠点を回避することである。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　意外にも、ケイ酸アルミニウムと一緒に、少なくとも１つの熱安定剤をまた含むポリア
ミドベースの熱可塑性成形組成物およびそれから製造される製品が、前記熱可塑性成形組
成物の加工における上述の欠点のいかなる発生もなしに、比較的高い温度への長期暴露後
でさえも増加した熱伝導性および良好な機械的特性を特徴とすることが分かった。
【００２５】
　意外にも、三斜晶系の半面像（ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ　ｐｅｄｉａｌ）形のケイ酸アルミ
ニウム（カオリン）入り熱可塑性成形組成物と比較されるときに三斜晶系の卓面形のケイ
酸アルミニウム（藍晶石）（Ｈｅｒｍａｎｎ－Ｍａｕｇｕｉｎ表記方法）入りポリアミド
ベースの熱可塑性成形組成物およびそれから製造される製品の熱伝導性のさらなる増加が
あることがさらに分かった。
【００２６】
　本目的は、
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　ａ．５～６９．９４重量％のポリアミドと、
　ｂ．３０～８０重量％の三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．０．０５～５重量％の少なくとも１つの熱安定剤と
　ｄ．０．０１～６０重量％の少なくとも１つの他の追加物質と
を含む熱可塑性成形組成物用の混合物であって、重量百分率のすべての合計が常に１００
重量％である混合物によって達成され、本発明はそれ故混合物を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　明確にするために、本発明の範囲は、概括的な言葉でまたは好ましい範囲で下にリスト
される定義およびパラメーターのすべての任意の所望の組み合わせを含むことが指摘され
るべきである。本発明の目的のためには簡略化表現三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウム、
または藍晶石は、表現三斜晶系の卓面形のケイ酸アルミニウムと同意語として用いられる
ことがさらに指摘されるべきである。
【００２８】
　本発明の混合物は、出発原料として使用される成分ａ．、ｂ．、ｃ．およびｄ．を、少
なくとも１つのミキサーで、混合することによってさらなる使用のために調製される。こ
れは、中間生成物として、本発明の混合物をベースとする成形組成物を与える。これらの
成形組成物－熱可塑性成形組成物とも称される－は、専ら成分ａ．、ｂ．、ｃ．およびｄ
．からなることができるか、あるいは成分ａ．、ｂ．、ｃ．およびｄ．に加えて他の成分
をまた含むことができるかのどちらかであり得る。この場合には、述べられる定量的範囲
の目的のためには、成分ａ．、ｂ．、ｃ．およびｄ．を、重量百分率のすべての合計が常
に１００であるようなやり方で変えることが必要である。
【００２９】
　本発明はさらに、本発明のポリアミド成形組成物のまたは電気絶縁性だが熱伝導性の製
品の製造のために本発明で使用されるポリアミド成形組成物の、９５～１００重量％、好
ましくは９８～１００重量％、特に好ましくは９９～１００重量％を構成する、本発明の
混合物を含む、好ましくはペレット形態で、押出での、ブロー成形でのまたは射出成形で
の、使用を意図されるポリアミド成形組成物を提供する。
【００３０】
　好ましい一実施形態では、熱可塑性成形組成物用の本発明の混合物は、４０～８０重量
％、特に好ましくは５０～８０重量％、非常に特に好ましくは６０～８０重量％の成分ｂ
．三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムを含む。
【００３１】
　成分ａ．として使用されるポリアミドは、好ましくは非晶質または半結晶性ポリアミド
であり、少なくとも１８０℃の融点の半結晶性ポリアミドまたは少なくとも１５０℃のガ
ラス転移温度の非晶質ポリアミドが特に好ましい。
【００３２】
　独国特許出願公開第１０　２０１１　０８４　５１９　Ａ１号明細書によれば、溶融ピ
ークを積分して二次加熱手順でＩＳＯ　１１３５７に従ってＤＳＣ法によって測定される
、半結晶性ポリアミドの融解エンタルピーは、４～２５Ｊ／ｇである。対照的に、溶融ピ
ークを積分して二次加熱手順でＩＳＯ　１１３５７に従ってＤＳＣ法によって測定される
、非晶質ポリアミドの融解エンタルピーは、４Ｊ／ｇ未満である。
【００３３】
　別の好ましい実施形態では、様々なポリアミドのブレンドが成分ａとして使用される。
【００３４】
　脂肪族もしくは半芳香族ポリアミド、特にナイロン－６（ＰＡ　６）もしくはナイロン
－６，６（ＰＡ　６６）またはＰＡ６もしくはＰＡ６６のコポリアミドを成分ａ．として
使用することが好ましい。特に、ＰＡ　６を使用することが非常に特に好ましい。
【００３５】
　ポリアミドについて本特許出願の目的のために用いられる命名法は、第１数字が、出発
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ジアミン中のＣ原子の数を示し、最終数字がジカルボン酸中のＣ原子の数を示す国際標準
に相当する。ＰＡ　６の場合のように、ただ１つの数字が示される場合、これは、出発原
料がα，ω－アミノカルボン酸またはそれから誘導されるラクタム、すなわち、ＰＡ　６
の場合にはε－カプロラクタムであったことを意味し；さらなる情報については、Ｈ．Ｄ
ｏｍｉｎｉｎｇｈａｕｓ，Ｄｉｅ　Ｋｕｎｓｔｓｔｏｆｆｅ　ｕｎｄ　ｉｈｒｅ　Ｅｉｇ
ｅｎｓｃｈａｆｔｅｎ［Ｐｌａｓｔｉｃｓ　ａｎｄ　ｔｈｅｉｒ　ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ
］，ｐｐ．２７２以下参照，ＶＤＩ－Ｖｅｒｌａｇ，１９７６年に言及されてもよい。
【００３６】
　成分ａ．として、８０～１７０ｍｌ／ｇ、特に９０～１５０ｍｌ／ｇ、非常に特に９０
～１３０ｍｌ／ｇ、より特に９５～１２０ｍｌ／ｇの、ＩＳＯ　３０７に従って２５℃で
９６重量％硫酸中の０．５重量％溶液で測定される、粘度数のポリアミドを使用すること
が好ましい。
【００３７】
　特に好ましい一実施形態では、９５～１２０ｍｌ／ｇの、ＩＳＯ　３０７に従って２５
℃で９６重量％硫酸中の０．５重量％溶液で測定される、粘度数のナイロン－６が成分ａ
として使用される。
【００３８】
　本発明の熱可塑性成形組成物に使用されるポリアミドは、様々な方法によって製造する
ことができ、様々な単位から合成することができる。異なるモノマー単位、およびまた、
所望の分子量を確立するための異なる連鎖制御剤、あるいは所望の最終製品によって必要
とされるような、その後予想されるポスト処理のための反応基を有するモノマーを使用す
る、ポリアミドの製造のための多くの公知手順がある。
【００３９】
　本発明に使用されるポリアミドの製造のための工業関連方法はほとんど、溶融体での重
縮合によって進行する。本発明の目的のためには、ラクタムの加水分解重合もまた、重縮
合と見なされる。
【００４０】
　本発明に好ましく使用されるポリアミドは、ジアミンおよびジカルボン酸および／また
は少なくとも５員環を有するラクタムから、または相当するアミノ酸から出発することに
よって製造される、半結晶性ポリアミドである。使用することができる出発原料は好まし
くは、脂肪族および／または芳香族ジカルボン酸、特に好ましくはアジピン酸、２，２，
４－トリメチルアジピン酸、２，４，４－トリメチルアジピン酸、アゼライン酸、セバシ
ン酸、イソフタル酸、テレフタル酸、脂肪族および／または芳香族ジアミン、特に好まし
くはテトラメチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、２－メチルペンタン－１，５－
ジアミン、１，９－ノナンジアミン、２，２，４－および２，４，４－トリメチルヘキサ
メチレンジアミン、異性体ジアミノジシクロヘキシルメタン、ジアミノジシクロヘキシル
プロパン、ビスアミノメチルシクロヘキサン、フェニレンジアミン、キシリレンジアミン
、アミノカルボン酸、特にアミノカプロン酸、または相当するラクタムである。挙げられ
た複数のモノマーのコポリアミドが含められる。
【００４１】
　本発明における成分ａ．として特に好ましく使用されるポリアミドは、カプロラクタム
から、非常に特に好ましくはε－カプロラクタムから製造される。
【００４２】
　特に、ＰＡ　６およびＰＡ　６６をベースとする配合材料のほとんどが、ならびに脂肪
族および／または芳香族ポリアミドと、それぞれ、コポリアミドとをベースとする他の配
合材料であって、配合材料のポリマー鎖中の各ポリアミド基について、３～１１個のメチ
レン基がある配合材料が特に好ましい。
【００４３】
　本発明の成形組成物は、成分ｂ．として、３０～８０重量％の三斜晶系の卓面形のケイ
酸アルミニウムを含む。
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【００４４】
　本発明の目的のために使用される鉱物は、汚染物質として鉄のおよび／またはクロムの
化合物を含み得る、三斜晶系の卓面形のＡｌ２Ｏ３ＳｉＯ２である。本発明では、藍晶石
、すなわち、１重量％未満、特に好ましくは０．５重量％未満の汚染物質を含む三斜晶系
の卓面形のＡｌ２Ｏ３ＳｉＯ２を使用することが好ましい。
【００４５】
　三斜晶系の卓面形のケイ酸アルミニウムは粉末として使用されることが好ましい。好ま
しい粉末の中央粒度ｄ５０は、ＡＳＴＭ　Ｄ１９２１　８９、試験方法Ａ－この試験方法
は、材料の粒度を測定するために、そして平均粒径および粒度分布を測定するために選択
される複数篩を用いる－に従って、最大でも５００μｍ、好ましくは０．１～２５０μｍ
、特に好ましくは０．５～１５０μｍ、非常に特に好ましくは０．５～７０μｍであり、
こうして本発明の熱可塑性樹脂中でまたは混合物および熱可塑性成形組成物中で微細な分
散を確実にする。三斜晶系の卓面形のケイ酸アルミニウムは粉末として使用されることが
好ましい。
【００４６】
　三斜晶系の卓面形で本発明に使用されるケイ酸アルミニウム粒子は、アスペクト比によ
って示すことができる、様々な形状を有することができる。１～１００、特に１～３０、
非常に特に１～１０のアスペクト比の粒子を使用することが好ましい。
【００４７】
　藍晶石粒子とも称される、本発明に使用される三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウム粒子
は、表面改質剤ありまたはなしで使用することができる。表現表面改質剤は、熱可塑性マ
トリックスへの結合を向上させることを意図される有機カップリング剤を意味する。アミ
ノシランまたはエポキシシランを表面改質剤として使用することが好ましい。好ましい一
実施形態では、本発明に使用される藍晶石粒子は、表面改質剤なしに使用される。藍晶石
の供給業者の例は、Ｑｕａｒｚｗｅｒｋｅ　ＧｍｂＨ、Ｆｒｅｃｈｅｎ、商標Ｓｉｌａｔ
ｈｅｒｍ（登録商標）のＡｌ２Ｏ３ＳｉＯ２として藍晶石を市場に出している会社である
。
【００４８】
　本発明の成形組成物は、成分ｃ．として、少なくとも１つの熱安定剤を含む。
【００４９】
　好ましい熱安定剤は、任意選択的にアルカリ金属ハロゲン化物とおよび／またはアルカ
リ土類金属ハロゲン化物、あるいは塩化マンガンと組み合わせた、立体障害のあるフェノ
ール、立体障害のあるホスファイト、立体障害のあるホスフェート、ヒドロキノン類、芳
香族第二級アミン、置換レゾルシノール、サリチレート、ベンゾトリアゾールもしくはベ
ンゾフェノン類、またはハロゲン化銅、ならびにまた上述の化合物のすべての様々に置換
された代表品およびこれらの混合物からなる群から選択される物質である。表現立体障害
は、有機化学では、分子の三次元サイズの反応の進行への影響を意味する。この表現は、
１８９４年にＶｉｃｔｏｒ　Ｍｅｙｅｒによって初めて作られたものであり、反応原子の
環境中の大きいおよび嵩高い基の存在が、ある反応を非常にゆっくり進行させるにすぎな
いか、またはまったく進行させない観察現象を示す。立体障害の効果の公知の例は、グリ
ニャール（Ｇｒｉｇｎａｒｄ）反応でのケトンの反応である。ジ－ｔｅｒｔ－ブチルケト
ンがこの反応に使用される場合、非常に嵩高い第三ブチル基は、高々メチル基が導入する
ことができるが、より大きい部分がまったく反応しないほど大きく反応を妨害する。立体
障害の別の観察可能な効果は、分子内のＣ－Ｃ単結合周りの回転の妨害である。
【００５０】
　特に好ましい熱安定剤は、任意選択的にアルカリ金属ハロゲン化物とおよび／またはア
ルカリ土類金属ハロゲン化物と組み合わせた、立体障害のあるフェノールの、立体障害の
あるホスファイトまたはハロゲン化銅の群からの物質である。好ましいアルカリ金属化合
物および／またはアルカリ土類金属化合物は、ヨウ化カリウム、臭化カリウム、塩化ナト
リウムおよび塩化カルシウムである。しかし、好ましい実施形態では、上にリストされた
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熱安定剤と組み合わせた塩化マンガンを使用することもまた可能である。
【００５１】
　非常に特に好ましくは使用される熱安定剤は、立体障害のあるフェノールおよび／また
はホスファイトであり、特に立体障害のあるフェノールが特に好ましくは使用される。特
に、熱安定剤ｃ．としての立体障害のあるフェノールＮ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス［３
－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）］プロピオンアミド（ＣＡＳ　
Ｎｏ．：２３１２８－７４－７）の使用が非常に特に好ましく、この化合物は、商標Ｉｒ
ｇａｎｏｘ（登録商標）１０９８でＢＡＳＦ　ＳＥ，Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎによって
供給される。
【００５２】
　本発明の目的のための成分ｄ．としての他の追加物質は好ましくは、ＵＶ安定剤、ガン
マ放射線安定剤、加水分解安定剤、帯電防止剤、乳化剤、核形成剤、可塑剤、加工助剤、
衝撃改質剤またはエラストマー改質剤、充填材および強化材、滑剤、離型剤、染料および
顔料の群からの物質である。述べられた添加剤および他の好適な添加剤は、先行技術であ
り、例としてＰｌａｓｔｉｃｓ　Ａｄｄｉｔｉｖｅｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，５ｔｈ　Ｅｄ
ｉｔｉｏｎ，Ｈａｎｓｅｒ－Ｖｅｒｌａｇ，Ｍｕｎｉｃｈ，２００１，ｐｐ．８０－８４
，５４６－５４７，６８８，８７２－８７４，９３８，９６６に当業者によって見いださ
れ得る。成分ｄとして使用される追加物質は、単独でかまたは混合物でもしくはマスター
バッチの形態で使用することができる。
【００５３】
　本発明での追加物質として好ましくは使用されるＵＶ安定剤は、置換レゾルシノール、
サリチレート、ベンゾトリアゾールまたはベンゾフェノン類である。
【００５４】
　本発明での成分ｄ．として好ましくは使用される衝撃改質剤またはエラストマー改質剤
は非常に一般的には、次の群のモノマー：エチレン、プロピレン、ブタジエン、イソブテ
ン、イソプレン、クロロプレン、酢酸ビニル、スチレン、アクリロニトリルおよびアルコ
ール成分中に１～１８個のＣ原子を有するアクリレートもしくはメタクリレートの少なく
とも２つから好ましくはなるコポリマーである。コポリマーは、相溶化基、好ましくは無
水マレイン酸またはエポキシドを含むことができる。
【００５５】
　本発明での着色剤追加物質として好ましくは使用される染料または顔料は、無機顔料、
特に二酸化チタン、群青、酸化鉄、硫化亜鉛もしくはカーボンブラック、あるいは有機顔
料、特にフタロシアニン、キナクリドン、ペリレンあるいは染料、特にニグロシンもしく
はアントラキノン類、あるいは他の着色剤である。
【００５６】
　本発明での追加物質として好ましくは使用される核形成剤は、フェニルホスフィン酸ナ
トリウムもしくはカルシウム、酸化アルミニウムもしくは二酸化ケイ素またはＭｇ３［Ｓ
ｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］、特にＭｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］粉末、より特に好まし
いマイクロタルク［ＣＡＳ　Ｎｏ．１４８０７－９６－６］である。
【００５７】
　好ましくは微結晶性タルクが使用される。本発明によれば、微結晶性タルクは、４．５
ミクロン以下の平均直径ｄ５０を有する。それは、１５ミクロン以下の平均直径ｄ９５を
好ましくは有する微結晶性タルクである。平均直径ｄ５０は、粒子の５０重量％が示され
るような直径未満のサイズを有する直径であり；ｄ９５部分直径は、粒子の９５重量％が
示されるような直径未満のサイズを有する直径である。非球形粒子については、サイズは
、等価球径（Ｓｔｏｋｅｓ径）によって測定される。すべてのこれらのｄ５０およびｄ９

５直径は、装置「ＳＥＤＩＧＲＡＰＨ」（商標）でＡＦＮＯＲ　Ｘ１１－６８３に従って
測定される。標準タルクは、約８～１５ミクロンのｄ５０を有する。
【００５８】
　本発明での追加物質として好ましくは使用される滑剤および／または離型剤は、長鎖脂
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肪酸、特にステアリン酸、その塩、特にステアリン酸Ｃａもしくはステアリン酸Ｚｎ、あ
るいはそのエステル誘導体もしくはアミド誘導体、特にエチレンビスステアリルアミド、
グリセロールトリステアレート、ステアリルステアレート、モンタン・ワックス、特にモ
ンタン酸とエチレングリコールとのエステル、あるいは酸化もしくは非酸化の低分子量ポ
リエチレンワックスまたは酸化もしくは非酸化の低分子量ポリプロピレンワックスである
。本発明で特に好ましい滑剤および／または離型剤は、８～４０個のＣ原子を有する飽和
もしくは不飽和脂肪族カルボン酸と２～４０個のＣ原子を有する飽和脂肪族アルコールま
たはアミンとのエステルまたはアミドの群中に見いだされる。別の好ましい実施形態では
、本発明の成形組成物は、上述の滑剤および／または離型剤の混合物を含む。特に好まし
くは使用されるモンタン・ワックスエステルおよびその塩は、ポリマーの分子量を低減す
ることなく、専ら内部潤滑作用によってポリアミドなどのプラスチックの流動性を向上さ
せる。特に、商標Ｌｉｃｏｗａｘ（登録商標）Ｅ［ＣＡＳ　Ｎｏ．７３１３８－４５－１
］で、Ｃｌａｒｉａｎｔ　ＧｍｂＨによって供給されるモンタン酸と多価アルコールとの
エステルを使用することが非常に特に好ましい。
【００５９】
　本発明での追加物質として好ましくは使用される充填材および強化材は、成分ｂ．藍晶
石とは異なる繊維状、針状または微粒子の充填材および強化材である。炭素繊維、ガラス
ビーズ、非晶質シリカ、ケイ酸カルシウム、メタケイ酸カルシウム、炭酸マグネシウム、
カオリン、か焼カオリン、チョーク、粉状石英、雲母、金雲母、硫酸バリウム、長石、ウ
ォラストナイト、モンモリロナイトまたはガラス繊維が特に好ましく、ガラス繊維、特に
Ｅガラスでできたガラス繊維が非常に特に好ましい。好ましい一実施形態では、繊維状も
しくは微粒子の強化材は、好適な表面改質剤、特に、熱可塑性樹脂との相溶性を向上させ
るために、シラン化合物を含む表面改質剤を提供されている。
【００６０】
　特に、本発明の目的のための好ましい追加物質は、タルク粉末である。鉱物タルク、ま
たは粉状形態でのタルク粉末は、化学組成Ｍｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］のケイ酸マ
グネシウム水和物である。
【００６１】
　それ故本発明では、
　ａ．ポリアミド、好ましくはＰＡ　６と、
　ｂ．三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．任意選択的にアルカリ金属ハロゲン化物とおよび／またはアルカリ土類金属ハロゲ
ン化物、あるいは塩化マンガンと組み合わせた、立体障害のあるフェノール、立体障害の
あるホスファイト、立体障害のあるホスフェート、ヒドロキノン類、芳香族第二級アミン
、置換レゾルシノール、サリチレート、ベンゾトリアゾールもしくはベンゾフェノン類、
またはハロゲン化銅、ならびにまた上述の化合物のすべての様々に置換された代表品およ
びこれらの混合物からなる群から選択される熱安定剤と、また
　ｄ．Ｍｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］と
を含む混合物が好ましい。
【００６２】
　本発明では、
　ａ．５～６９．９４重量％のポリアミドと、
　ｂ．３０～８０重量％の三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．０．０５～５重量％の、任意選択的にアルカリ金属ハロゲン化物とおよび／または
アルカリ土類金属ハロゲン化物、あるいは塩化マンガンと組み合わせた、立体障害のある
フェノール、立体障害のあるホスファイト、立体障害のあるホスフェート、ヒドロキノン
類、芳香族第二級アミン、置換レゾルシノール、サリチレート、ベンゾトリアゾールもし
くはベンゾフェノン類、またはハロゲン化銅、ならびにまた上述の化合物のすべての様々
に置換された代表品およびこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１つの熱
安定剤と
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　ｄ．０．０１～６０重量％の少なくともＭｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］と
を含む混合物であって、重量百分率のすべての合計が常に１００重量％である混合物が特
に好ましい。
【００６３】
　本発明では、
　ａ．ポリアミド、好ましくはＰＡ　６と、
　ｂ．三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス［３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）］プロピオンアミドと、また
　ｄ．Ｍｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］と
を含む混合物が実に好ましい。
【００６４】
　本発明では、
　ａ．５～６９．９４重量％のポリアミドと、
　ｂ．３０～８０重量％の三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．０．０５～５重量％の少なくともＮ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス［３－（３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）］プロピオンアミドと
　ｄ．０．０１～６０重量％の少なくともＭｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］と
を含む混合物であって、重量百分率のすべての合計が常に１００重量％である混合物が実
に特に好ましい。
【００６５】
　本発明では、
　ａ．ポリアミド、好ましくはＰＡ　６と、
　ｂ．三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．任意選択的にアルカリ金属ハロゲン化物とおよび／またはアルカリ土類金属ハロゲ
ン化物、あるいは塩化マンガンと組み合わせた、立体障害のあるフェノール、立体障害の
あるホスファイト、立体障害のあるホスフェート、ヒドロキノン類、芳香族第二級アミン
、置換レゾルシノール、サリチレート、ベンゾトリアゾールもしくはベンゾフェノン類、
またはハロゲン化銅、ならびにまた上述の化合物のすべての様々に置換された代表品およ
びこれらの混合物からなる群から選択される熱安定剤と、また
　ｄ．Ｍｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］およびモンタン酸と多価アルコールとの少なく
とも１つのエステルと
を含む混合物が実に好ましい。
【００６６】
　本発明では、
　ａ．５～６９．９４重量％のポリアミドと、
　ｂ．３０～８０重量％の三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．０．０５～５重量％の、任意選択的にアルカリ金属ハロゲン化物とおよび／または
アルカリ土類金属ハロゲン化物、あるいは塩化マンガンと組み合わせた、立体障害のある
フェノール、立体障害のあるホスファイト、立体障害のあるホスフェート、ヒドロキノン
類、芳香族第二級アミン、置換レゾルシノール、サリチレート、ベンゾトリアゾールもし
くはベンゾフェノン類、またはハロゲン化銅、ならびにまた上述の化合物のすべての様々
に置換された代表品およびこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１つの熱
安定剤と
　ｄ．０．０１～６０重量％の少なくともＭｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］およびモン
タン酸と多価アルコールとの少なくとも１つのエステルと
を含む混合物であって、重量百分率のすべての合計が常に１００重量％である混合物が実
に特に好ましい。
【００６７】
　本発明では、
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　ａ．ポリアミド、好ましくはＰＡ　６と、
　ｂ．三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス［３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）］プロピオンアミドと、また
　ｄ．Ｍｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］およびモンタン酸と多価アルコールとの少なく
とも１つのエステルと
を含む混合物が実に好ましい。
【００６８】
　本発明では、
　ａ．５～６９．９４重量％のポリアミドと、
　ｂ．３０～８０重量％の三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、
　ｃ．０．０５～５重量％の少なくともＮ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス［３－（３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）］プロピオンアミドと
　ｄ．０．０１～６０重量％の少なくともＭｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］およびモン
タン酸と多価アルコールとの少なくとも１つのエステルと
を含む混合物であって、重量百分率のすべての合計が常に１００重量％である混合物が実
に特に好ましい。
【００６９】
　本発明はさらに、三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムと、Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビ
ス［３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）］プロピオンアミド、Ｍ
ｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］およびモンタン酸と多価アルコールとの少なくとも１つ
のエステルの群から選択される少なくとも１つの成分との混合物を提供する。
【００７０】
　本発明はさらに、好ましい実施形態では、三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムとＮ，Ｎ
’－ヘキサメチレンビス［３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）］
プロピオンアミドとの混合物、
　三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムとＭｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］との混合物、
および
　三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウムとモンタン酸と多価アルコールとの少なくとも１つ
のエステルとの混合物
さえも提供する。
【００７１】
　本発明はさらに、成分ａ．～ｄ．が適切な重量割合で混合されるかまたは組み合わせら
れる、本発明の混合物の製造方法を提供する。
【００７２】
　本発明はさらに、本発明の混合物が、特に好ましくは共回転二軸スクリュー押出機また
はＢｕｓｓ混練機で配合することによって、好ましくは２２０～４００℃の温度で、混練
される、配合される、押出されるまたは圧延される熱可塑性成形組成物の製造方法を提供
する。
【００７３】
　個別の成分をプレミックスすることが有利であり得る。
【００７４】
　本特許出願はまた、製品の、好ましくは成形品または半完成品の製造のための、本発明
の混合物から製造される熱可塑性成形組成物の、押出プロセスでの、ブロー成形プロセス
でのまたは射出形成での使用を提供する。
【００７５】
　押出、ブロー成形または射出成形を用いる製品の製造のための本発明の方法は、２３０
～３３０℃、好ましくは２５０～３００℃の範囲の溶融温度で、そしてまた任意選択的に
最大でも２５００バールの圧力で、好ましくは最大でも２０００バールの圧力で、特に好
ましくは最大でも１５００バールの圧力で、非常に特に好ましくは少なくとも７５０バー
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ルの圧力で動作する。
【００７６】
　押出では、硬化することができる、固体から高粘度液体形態での熱可塑性成形組成物は
、成形開口部（ダイ、下型またはダイリングとも称される）から圧力下に連続的に押し出
される。これは、開口部の断面および、理論的には、任意の所望の長さの生成物を与える
（ｈｔｔｐ：／／ｄｅ．ｗｉｋｉｐｅｄｉａ．ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎ＿
（Ｖｅｒｆａｈｒｅｎｓｔｅｃｈｎｉｋ［プロセス技術（Ｐｒｏｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ）］））。押出プロセスの形態である、異形材押出プロセスの基本的なステップ
は：
　１．押出機での熱可塑性樹脂溶融体の可塑化および提供、
　２．押し出される異形材の断面を有する較正スリーブ（ｃａｌｉｂｒａｔｉｎｇ　ｓｌ
ｅｅｖｅ）を通しての熱可塑性樹脂溶融体ストランドの押出、
　３．較正テーブルでの押し出された異形材の冷却、
　４．較正テーブルの後ろへの取り出しによる異形材の前方移送、
　５．カッターでの長さへの以前は連続の異形材のカッティング、
　６．収集テーブルでの長さへのカット（ｃｕｔ－ｔｏ－ｌｅｎｇｔｈ）異形材の収集
である。
【００７７】
　Ｋｕｎｓｔｓｔｏｆｆ－Ｈａｎｄｂｕｃｈ　３／４，Ｐｏｌｙａｍｉｄｅ［Ｐｌａｓｔ
ｉｃｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ　３／４，Ｐｏｌｙａｍｉｄｅｓ］，Ｃａｒｌ　Ｈａｎｓｅｒ
　Ｖｅｒｌａｇ，Ｍｕｎｉｃｈ　１９９８，ｐｐ．３７４－３８４は、ナイロン－６およ
びナイロン－６，６についての異形材押出プロセスを説明している。
【００７８】
　ブロー成形プロセスは、例としてｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｂｌａｓｆｏｒｍｅｎ．ｃｏ
ｍ／に説明されている。ブロー成形プロセスの第１ステップでは、加熱された押出機が、
プラスチックペレットのインプット、圧縮、液化、加熱および可塑化のために、ならびに
これらの均質化のために用いられてプラスチックポリマーストランドを与える。
【００７９】
　次のステップで、プラスチック組成物は、押出機上へのフランジ形（ｆｌａｎｇｅｄ）
パリソンダイ中へ通される。ここで、プラスチック溶融体は成形されて、ダイから下方へ
垂直に出てくる、パリソンを与える。パリソンの直径は、パリソンダイ上へのフランジ形
の、様々な寸法の標準マンドレルユニットおよび標準ダイユニットを用いることによって
完成アイテムに適切であるように調節される。パリソンの厚さおよびブロー成形品の得ら
れる重量は、マンドレルとダイとの間の様々な直径差の選択によってあらかじめ定められ
る。
【００８０】
　射出成形プロセスの特徴は、原材料、すなわち、好ましくはペレット形態での、本発明
の混合物を含む、加工される熱可塑性成形組成物が、加熱された円筒空洞中でそして、射
出成形組成物の形態で溶融させられ（可塑化され）、温度制御された空洞中へ圧力下に射
出されることである。組成物が冷却された（固化した）後、射出成形品は離型される。
【００８１】
　様々な段階は、
　１．可塑化／溶融
　２．射出段階（装入手順）
　３．保持－加圧段階（結晶化中の熱収縮を考慮に入れるための）
　４．離型
である。
【００８２】
　射出成形機は、型締装置、射出装置、駆動および制御システムからなる。型締装置は、
金型用の固定盤および可動盤、端盤、ならびにまたタイバーおよび可動金型盤用の駆動部
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を有する。（Ｔｏｇｇｌｅ（トグル）アセンブリまたは油圧型締装置。）
【００８３】
　射出装置は、電気加熱可能なシリンダーと、スクリュードライブ（モーター、ギアボッ
クス）とスクリューおよび射出装置を動かすための油圧システムとを含む。射出蔵置の機
能は、粉末またはペレットを溶融させる、計量供給するおよび射出する、ならびにそれに
保持圧力を加える（収縮を考慮に入れるために）ことにある。スクリュー内での溶融体の
逆流（漏れ流れ）の問題は、逆止め弁によって解決される。
【００８４】
　射出金型内で、流入溶融体は次に分離され、冷却され、こうして必要とされる部品が製
造される。２つの金型半分が常にこの目的のために必要とされる。射出成形に用いられる
様々な機能システムは：
　－　ランナーシステム
　－　成形インサート
　－　ガス抜き
　－　機械取り付けおよび力の取り込み
　－　離型システムおよびの動きの伝達
　－　温度制御
である。
【００８５】
　射出成形とは対照的に、押出プロセスは、本発明の熱可塑性成形組成物でできた連続成
形ストランドを、押出機で、使用し、押出機は、熱可塑性の成形されたセクションをベー
スとする製品の製造のための機械である。様々なタイプの装置は、
　単軸スクリュー押出機および二軸スクリュー押出機、ならびにまたそれぞれのサブグル
ープ：従来型単軸スクリュー押出機、搬送単軸スクリュー押出機、二重反転二軸スクリュ
ー押出機および共回転二軸スクリュー押出機である。
【００８６】
　異形材の製造のための押出設備は、押出機、異形材ダイ、較正システム、冷却セクショ
ン、カタピラー取り出しおよびローラー取り出し、分離装置および角度可変傾斜台からな
る。
【００８７】
　本発明はしたがってまた、本発明の熱可塑性成形組成物の押出または射出成形によって
得られる、製品、好ましくは成形品、成形体または半完成品を提供する。
【００８８】
　しかし、本発明はまた、本発明の混合物の押出、異形材押出、ブロー成形または射出成
形によって得られる、電気絶縁性だが熱伝導性の製品、好ましくは成形品、成形体または
半完成品の使用を提供する。
【００８９】
　本発明は好ましくは、押出または射出形成によって製造される電気絶縁性だが熱伝導性
の製品、好ましくは成形品、成形体または半完成品の電気もしくは電子部品のための使用
を提供する。本発明のこれらの製品は好ましくは、自動車産業でまたは電気、エレクトロ
ニクス、電気通信、太陽光、情報－技術もしくはコンピュータ産業で、家庭で、スポーツ
で、医療でまたは消費者エレクトロニクス産業で使用することができる。特に、本発明の
製品は、向上した熱の伝導および良好な機械的特性を必要とする用途向けに使用すること
ができる。このタイプの用途向けには、車両での、特に自動車（ＭＶ）での成形品のため
の使用が好ましい。
【００９０】
　本発明はそれ故また、成形品および半完成品の製造のための本発明の熱可塑性成形組成
物の使用、ならびに順繰りにそれから製造される製品であって、これらが増加した熱伝導
性を有する製品の使用を提供し、自動車用の成形品の製造が好ましい。
【００９１】
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　しかし、本発明はまた、ポリアミドの機械的特性および電気絶縁特性の保持と共にポリ
アミドベースの製品の熱伝導性を向上させるための、ケイ酸アルミニウム、好ましくはＡ
ｌ２Ｏ３ＳｉＯ２の、特に好ましくは、藍晶石である、三斜晶系の卓面ケイ酸アルミニウ
ムの使用を提供する。
【００９２】
　しかし、本発明はまた、熱可塑性成形組成物用の混合物での三斜晶系の卓面ケイ酸アル
ミニウムＡｌ２Ｏ３ＳｉＯ２の使用を提供する。
【実施例】
【００９３】
　個別の成分ａ．、ｂ．、ｃ．およびｄ．を、Ｃｏｐｅｒｉｏｎ　Ｗｅｒｎｅｒ　＆　Ｐ
ｆｌｅｉｄｅｒｅｒ（Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ，Ｇｅｒｍａｎｙ）製のＺＳＫ　２６　Ｃｏｍ
ｐｏｕｎｄｅｒ二軸スクリュー押出機で約２８０℃の温度で混合し、水浴中へストランド
として排出し、ペレット化できるまで冷却し、ペレット化した。ペレットを、７０℃で真
空乾燥キャビネット中で一定重量まで乾燥させた。
【００９４】
　ペレットを次に、２７０～３００℃の溶融温度および８０～１００℃の金型温度でＡｒ
ｂｕｒｇ　ＳＧ３７０－１７３７３２射出成形機で加工してダンベル検体（ＩＳＯ　５２
８に従って厚さ４ｍｍ）および寸法６０ｍｍ・４０ｍｍ・２ｍｍのプラークを得た。プラ
ークは次に、ミルにかけて寸法１２．７ｍｍ・１２．７ｍｍ・２ｍｍにした。
【００９５】
　本発明の熱可塑性成形組成物から製造された生成物の機械的特性は、ＩＳＯ　５２７引
張試験で測定した。
【００９６】
　熱伝導率は、ＩＳＯ　２２００７－４に従って寸法１２．７ｍｍ・１２．７ｍｍ・２ｍ
ｍのプラークに関して測定した。
【００９７】
　下表に示される組成物のすべてを上記の方法で加工した。
【００９８】

【表１】

【００９９】
使用される原材料：
　ＩＳＯ　３０７に従って２５℃で９６重量％硫酸中の０．５重量％溶液で測定される、
粘度数１０７ｍｌ／ｇのナイロン－６、線状
　　藍晶石、たとえばＱｕａｒｚｗｅｒｋｅ　ＧｍｂＨ製のＳｉｌａｔｈｅｒｍ（登録商
標）－Ｔ　１３６０－４００　ＡＳＴ
　　モンタン・ワックスエステル、たとえばＣｌａｒｉａｎｔ　ＧｍｂＨ製のＬｉｃｏｗ
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ａｘ（登録商標）Ｅ
　　熱安定剤、たとえばＢＡＳＦ　ＳＥ製のＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０９８
　　Ｍｇ３［Ｓｉ４Ｏ１０（ＯＨ）２］タルク粉末、Ｍｉｓｔｒｏｎ（登録商標）Ｖａｐ
ｏｒ　Ｒ、Ｉｍｅｒｙｓ　Ｔａｌｃ　Ａｍｅｒｉｃａ
　　酸化アルミニウム、たとえばＭａｒｔｉｎｓｗｅｒｋ　ＧｍｂＨ製のＭａｒｔｏｘｉ
ｄ（登録商標）ＭＰＳ２
　　黒鉛、たとえばＳＧＬ　Ｃａｒｂｏｎ　ＧｍｂＨ製のＥＧ３２特殊黒鉛
【０１００】
　ポリアミドをベースとする、本発明の熱可塑性成形組成物、またはそれから製造される
検体はそれ故、電気絶縁特性および、本発明の混合物を含む配合ポリアミド材料の加工に
用いられる装置で酸化アルミニウム（比較例）によって引き起こされることが知られてい
る摩耗の著しい低減があるという点において、良好な機械的特性と一緒に高い熱伝導性を
示す。
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